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RedMica  3.1 (2024-11) 
新機能ハイライト

ファーエンドテクノロジー株式会社　前田剛

RedMica — The future Redmine you can get today



RedMica とは
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RedMicaは「ファーエンドテクノロジー版Redmine」 
Redmineの最新の開発成果が先行リリースされる

■ Redmineのソースコードをもとに 
半年ごとにリリース 

■ Redmine次期バージョンの新機能が 
先行して使える 

■ Redmineと相互に置き換え可能 

■ オープンソースライセンス（GPLv2）

RedMica公式サイト: 
www.redmica.jp
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Redmineのクラウドサービス「My Redmine」のサービス提供用として、
Redmineの開発済み新機能を顧客に早く届けることを目的に開発
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RedMica 3.1 新機能ハイライト
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Custom fields 
カスタムフィールド
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数値形式カスタムフィールドの3桁区切り表示設定
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#39997: Add an option to render values of Integer- and Float-format custom fields with thousands delimiters

整数形式と少数形式のカスタムフィールドで、3桁ごとにコンマ区切りで値を表示
する設定が可能に。金額等の表示に便利。

注目



Email notifications 
メール通知
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通知メールのList-Idにプロジェクト識別子を追加しGmailでのフィルタリングを改善
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#13359: Add project identifier to List-Id header in notification emails for better Gmail filtering

通知メールのヘッダの List-Id がプロジェクト識別子を含む形式となった。Gmail
でプロジェクトごとにメールを振り分けるフィルタを作りやすくなった。

これまで: 
List-Id: <redmine.example.net> 

Redmine 6.0: 
List-Id: <projectid.redmine.example.net>

【List-Idの形式】 
プロジェクト識別子.Redmineホスト名



Issues 
チケット
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担当者のドロップダウンに「作成者 / 直前担当者」追加
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#16045: Add “Author / Previous assignee” group to assignee dropdown in issue form

チケット編集時の「担当者」のドロップダウンで、チケットの作成者または直前の
担当者を簡単に選べるようになった。チケット上で担当者を変えながら会話をして
いるときに、担当者欄から素早く相手を選べる。

注目



■ 担当者のドロップダウン内に「作成者 / 直前
担当者」追加 

■ 1件目がチケットの作成者 

■ 2件目が直前担当者 

■ 直前担当者とは、現在の担当者の前に担当者
だったユーザー



Issues filter 
チケットのフィルタ
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チケットのフィルタに「作成者のグループ」「作成者のロール」を追加
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#7867: Add filters for “Author's group” and “Author's role” to issues list

これまでの「担当者のグループ」「担当者のロール」に加えて、新たなチケットの
フィルタ「作成者のグループ」「作成者のロール」が利用できるようになった。



Issues list 
チケット一覧
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チケット一覧に「残工数」を追加
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#37862: Estimated time remaining issue query column

チケット一覧で新たな項目「残工数」が利用できるようになった。あとどのくら
いの作業時間でタスクが完了するかを示す。予定工数と進捗率を元に計算される。

予定工数 × ((100 - 進捗率) ÷ 100) = 残工数 

例: 30分 × ((100 - 30) ÷ 100) = 21分

注目



Projects 
プロジェクト

17



RedcarpetベースのMarkdownを廃止しCommonMarkに移行
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#40149: Drop deprecated Redcarpet based Markdown formatter

Redmine 5.0でCommonMark Markdownをサポートして以降、新旧のMarkdown
フォーマッタが併存していたが、Redmine 6.0では旧Markdownは削除された。 
旧Markdownを使用している環境をRedmine 6.0 / RedMica 3.1にアップデートす
ると設定がCommonMark Markdownに切り替わる。

Redmine 6.0では削除

注目



CommonMark Markdownフォーマッタの特長

■ 標準化されたMarkdown仕様（いわゆる「方言」の解消） 

■ HTMLタグを混在させることができる 

■ タスクリストが利用可能



UI 
ユーザーインターフェイス
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サイドバーの折り畳み
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#21808: Make the Sidebar collapsible, stateful

サイドバーを折りたたんで画面を広く使えるようになった。

注目



チケットとフォーラムにおける部分引用機能
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 #41294: Partial quoting feature for Issues and Forums

チケットとフォーラムの引用ボタンで、選択中のテキストのみの引用ができるよう
になった。これまでは常に全体を引用していた。

①引用ボタンクリック

②選択範囲のみが引用される

注目



デフォルトテーマの改善
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2007年リリースのRedmine 0.6.0以来大きな変化はなかったデフォルトテーマの
改善が行われた。

■ #23980: アイコンをベクターフォント（Tabler Icons）に置き換え 

■ #41266: ヘッダ背景にグラデーションを追加 

■ #41298: ボックスの背景色・ボーダースタイルを調整 

■ #41321: フォントサイズ拡大とNoto Sansフォント導入によるリーダビリティ改善 

■ #41475: テーブルの行にボーダーを追加することによるリーダビリティ改善 

■ #41500: テーブルの奇数行と偶数行の背景色を入れ替え

注目



アイコンをベクターフォントに置き換え（管理画面）

Redmine 5.1 Redmine 6.0



アイコンをベクターフォントに置き換え（チケット画面）

Redmine 5.1

Redmine 6.0



ヘッダ背景にグラデーションを追加

Redmine 5.1

Redmine 6.0

ヘッダ背景に対して下方向に向かって明度が落ちるグラデーションを追加。 
メニュー文字とのコントラストが高くなり見やすくなった。



ボックスの背景色とボーダースタイルを調整
Redmine 5.1

Redmine 6.0

■ 背景色をグレーから淡い青に変更し、
くすんだ雰囲気を払拭 

■ 背景色の変更にともないボーダーを青
みを帯びた灰色に変更 

■ ボックスシャドウを追加し立体感を出
した



フォントサイズ拡大とNoto Sansフォント導入によるリーダビリティ改善

Redmine 5.1 Redmine 6.0

本文フォントサイズを12pxから14pxに。 
フォントは見出しがTrebuchet MS、本文が
VerdanaだったのをNoto Sansに統一。



テーブルの行にボーダー追加、奇数行・偶数行の背景色入れ替え

Redmine 5.1 Redmine 6.0

■ 行間にボーダーが追加され見やすくなった 

■ 奇数行ではなく偶数行の背景をグレーとすることで、白背景の行の比率が常に
50%以上となり、テーブル全体がやや明るい印象となった


